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梅の香りが爽やかに漂う春暖の頃となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。花粉症やインフルエンザなど、 

寒暖定まらぬ時期ですので、くれぐれもお体をご自愛いただきたいと思います。今月号もどうぞご一読ください。 
  

今今月月のの手手作作りりおおややつつはは  <<  芋芋だだんんごごののおおししるるここ  >>  をを作作っってていいたただだききままししたた         

         
                                                                                                  

♡♡ここままかかいい作作業業ををおおここなないいままししたた  ☺☺ゆゆでで加加減減ももばばっっちちりりでですす          ♡♡ととっっててもも美美味味ししいいとと好好評評ででししたた！！☺☺  

  

✱✱  毎毎月月 1100 日日はは  トトモモ  のの日日！！✱✱  22 月月はは  「「  春春一一番番御御膳膳  」」  ででししたた  

                                                                      

                                                          

            

冬冬野野菜菜ももおおいいししいい季季節節でですすがが、、続続々々とと春春ののおお野野菜菜たたちちのの旬旬がが訪訪れれははじじめめままししたた。。  

寒寒暖暖差差かからら、、体体調調をを崩崩ししややすすいい時時期期ななののでで、、色色々々なな食食材材ををととっってて春春をを迎迎ええままししょょうう。。      

✿ 管理栄養士                   
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☆ひじきとゴボウの混ぜご飯  

☆魚の味噌マヨホイル焼き   

☆大根サラダ         

☆菜の花と豆腐の卵とじ 

☆清汁 

☆おやつ 芋もちみたらし風 



２２月月３３日日  ✿✿  節節分分行行事事  ✿✿    

  鬼鬼はは～～そそとと～～    福福はは～～ううちち～～  

        

  

２２月月２２２２日日  ✿✿合合川川保保育育所所交交流流会会✿✿      

                                

  

  

デデイイササーービビススセセンンタターーでではは  音音楽楽療療法法  をを行行ななっってていいまますす♪♪週週 11 回回隔隔週週のの水水・・金金曜曜日日    

       ♬ ここに幸あり ♬    

  

           嵐も吹けば 雨も降る  女の道よ なぜ険し 

君をたよりに わたしは生きる  ここに幸あり 青い空 

 

 「ここに幸あり」は同名映画の主題歌です。結婚式の定番ソングともなり、日本のみ

ならず、ハワイやブラジルなどの多くの日系人の間でも愛唱されています。歌手は大津

美子さん、昭和 31 年のヒット曲です。”もはや戦後ではない”といわれた昭和 30 年代、

白黒テレビ・電気洗濯機・電気冷蔵庫が”三種の神器”と言われた頃です。利用者の皆

様にとっても仕事や結婚、家事育児など多忙をきわめた時代ではなかったでしょうか。

そんな時代背景のなか『ここに幸あり』という言葉に勇気づけられた方々も多いように

思います。「一人の人を愛するという歌やなぁ」。・・しみじみ言われた利用者さまのおだ

やかな笑顔が印象的でした。 

 大津美子さんは昭和 13 年のお生まれで 17 歳でデビュー、大病からの奇跡のカムバ

ックも経て、昨年は歌手生活 60 周年を迎えられたとのこと、記念の新曲も出されたの

だそうです。 

「ここに幸あり」・・・その時、その場所、この人々とのひとときを大切にしたい・・・

そんな思いを皆様からいただいたデイサービスの午後でした。 

b y 音楽療法士 藤岡厚子 ♠ 

                                           


